
　

■　活動紹介

■　連携を希望する取組について

写真②

　 食育活動写真

写真①

取　組　内　容

スイーツショップなど

活 動 の 効 果

広告を全く行っていないにも関わらず、口コミで来店される方々（アレルギーのある方や食にこだわりを持つ
方々）が増えてきている

土と太陽に育まれた食材が調理され、白砂糖や甘味料を使わなくても美味しい食物になることを、子供から大
人まで広い年齢層の方々に知ってもらえるよう、大豆をベースに豆腐や豆乳などを使って、まずは一般に受け
入れられやすいスイーツから取り組んでいきたいです

連携を希望する業種等

継 続 へ の 課 題

○刺激が強く口当たりの良い安価な食物が溢れ、幼い頃からそのような食物に親しみ、舌が慣れている人が圧
倒的に多いため、どのように作られているかまでは思い至らず、自然食が受け入れられにくい傾向が強いこと
○経済性を重視する大量生産品に比べ価格が高いこと

 【菜食メニューを提供する白ほたるキッチン】  【砂糖を使わない「飲むお豆腐いちご」】

写真③

ただ商品を店頭に並べるのではなく、豆腐店やキッチン店で、ご来店のお客様に一人づつ、農薬や肥料を使わ
ず、消泡剤も使わず、白砂糖も使わず、大切に商品作りをしていることを地道にお伝えしている
体を中から温める陽性の食材を主に使用し、温めることの大切さや食の大切さを日々お伝えしている

所 在 地

 【大豆畑】

F A X

長野県　軽井沢町

食　　育　　活　　動
 (連携事例を含む）

「関東食育連携プラットフォーム～この指とまれ!～」エントリーシート（関東農政局）

事 業 内 容

○農薬・肥料を使用せず、地元の軽井沢町発地（ほっち）地域で大豆や小麦を栽培（一部の畑に、豆腐製造で生まれる「お
から」を戻しています）
○その大豆で、豆腐、油揚げやがんもどきなどを製造し「白ほたる豆腐店」で直販
○さらに、その豆腐や揚物を使った、砂糖不使用の豆腐スイーツやマクロビメニューを軽井沢町直売所のテナント「白ほた
るキッチン」で提供。小麦を使ってパンも製造

ホームページ等

同左電 話 番 号

団 体 名 等 白ほたる農園

豆腐店のホームページ
http://www.karuizawa.jp.net/

0267-41-0245


